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相模湾西部における海底溶岩流の発見

田中 武 男・1
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堀田　 宏 ゛I

相模湾西部の水深1,200 ～|,300 m の平担ｉ において，サイドスキャｙソーナー

を搭載し た深海曳航体|ごより。これまで知られてぃなかった強反射岩休を発見した。

カメう曳航休及び「しんかい2000 」により，それが，一郡|こ枕状溶岩の形態を持つ

新鮮な 玄武岩の溶岩帯であ ることが喧認された。この縮 岩体は1尹豆熱川の東方約

15k
諞の 西乳ヶ崎淘丘の北

西麓の水深約900 m から発し，北東方向の水深約1,300m の

相模海盆へ枝 分れしつつ広ってぃる。全長は約９ｋ●。最大幅は約 】klである。採取

した試科は。 斑贔lごわずかなかんらん石と斜方輝石，普適輝石，斜 艮石，石基には

普通輝石，ピジｌ ｙ節石。斜長石。マグネタイ ｝を持つ玄武岩であ り，その化学組

呟は， 伊豆大島の溶岩とよく似た細成を示す低アルカリソレフィトであった。溶岩

帯の川辺斜iiの下半分には平板状|て21jれた岩石の破片が卓越してい るが，その上方で

は球根状の溶岩が見られる。 最上部の表而は繩状の溶岩が広く樋い。なだらかな面

を作 っており。これが駁も広いii 積を占めている。所々には幅50cl 以 上の溝状の凹

地が見られるが，その多 くは溶岩の流れの方向と平行である。K-Ar 法 による年

代測定の予察的な結果は，30 万年前後の僖を示している。 ・

Discovery  of a submarine  lava flow in western Sagami  Bay

TakeoTanaka  92 ,Yasuhiro Momma  *2 and  Hiroshi Hotta *2

We  encountered  an  unknown  strong  reflective mass  of rock, during the

test cause  of  side scan  sonar  for a deep  tow  system,  in the  flat floor of

western  Sagaim  Bay  at a depth  of  1,200  m  -  1,300  nv H  was confirmed  by

observations  with  the  deep  towing  camera  system  and  the  submersible

"SHINKAI  200'*  that the  rock  mass  was  made  from  fresh basalt lavas with

partially bulbous  pillow structures. These  lavas flowed  out  with some  dis-

tiibutarjes from  the north  western flank of Nishi-Chigasaki knoll at a depth  of

m  lo ihe flat floor  of the Sagarrti Basin. Their  total length was  about

9  km  and  their width  was  about  1 km  at the widest point. All  the sampled

rocks  were  olivine bearing  augite hypei-thine  plagioclase basalts. Their
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chemical  compositions  were  very  similar to  the  rocks  of  the Izu-Oshima

volcano  and the rock type was low-alkali tholeiite.

The  height of  the lava flow  was  7^8m  above  the flat floor. Volcanic

breccia  and  pillow  fragments  were  prominent  on  the lower  half edge of  the

flow  slope. Some  bulbous  pillows were  seen on the upper  slope of the margin

of  this flow. Ropy  lavas covered a great pare of its surface.

There  were  many  fissures on  the  surface with  widths  of  more  than

50  cm. Their  directions were parallel to the direction of flow, which  was

suspected  to originate from  surface structures of ropy lavas. The  preliminary

result of K-Ar dating of the basalt indicated an age of about  0 .3 Ma.

1. はじめに

潜水調査船や深海曳航式探査システムの発達Ｒ:

よって｡ 水中火山唄出物4こついての知識は, この10 年

11に飛躍的 に増 大した。 また日本周 辺で も沖縄ト

ラフ（）こ田 ら，1985 ）や鬼 界カルデラ（中村ら，

本書）で「しんかい2000 」 に よる潜航凋査が開

始された。これ らにより 大洋l:II央海嶺域や海山に

比べてかなり遅れている島弧 一海溝系内の海庭火

山の地形や火山岩の噴出様式 の研究の今 後の 発展

が揶］待されている。

］985 月Ｈ［･1及び６月12 凵の2111m に わた

り，「 しんかい2000JIc よｰ, て，相模湾 西部の 水

深約1.200m の平11!iiにおいて榊航調査を行った。

この 海域は。海坪科学技 術セン ターが深海曳航式

探査 システ ムに よ って 発 見した特 災 な音響反射

パターン･を示す岩体が分布しているところであっ

た。 今川の,鯛丘Ｒ:よ 。て それらが‥一部に 海底 噴出

した火山岩に特徴的1こ兒られる枕状の形態を示す

新鮮な溶岩流であること が判明した。 人規模 な枕

状湍岩の分布は人洋申 臾海痂などにＱられる。ま

た|:|本列鵬内にも地質時代の ものが陸|; 露頭で見

られ，また海底からもその 破片 がトレ ー・ ヂさ れて

いる（ 瘉家 ら ）980 ）。し かし 海底においてその 分

布や 形態 が広く硫認，観察さ れたのは今|日|のもの

力哨jめてであ る。

ここに潜航,胃査及びその･μ前馴1゛iとしての深沌

曳航調査による溶岩渣の分布及びその形態の破察

の概要を報占する。また採収した岩石についてそ

の分析結果を匐告する。¥;石の分析にあた｡ ては。

東京大学海洋研究所の石外岬狄氏にお願いした。

紙而をもって謝意をぶしたい。

2. 深海曳航諞膏及び潜航調査実施の背最

】983年度より榊水馴査船｢ しんかい2000｣ に

よる潜航調査が1]本川辺の各廊域で行われてきて

いるが，海洋Ｈ学技術センターでは。それらの･μ

|狗調査として潜航調査の数か月から１年程|鏥にサ

イドスキ4･ンソーナーや深海テレビを川いた深海

曳航匐査を実施している。

1984 年峻の相模湾の潜航凋戉のためにも|･il樣|こ

深而曳航調査がｈ･われたが，この時，調在海域の

南縁付近で特異な岩体をサ４ドスキャンソーナー

によって発見した( 堀l)]ら, 1985) 。この岩体は

昭和5がU度に深海曳航式サイドスキャンソーナー

の火海域試験を行りた際,偶然に発見した岩体(剔

1･||ら，1980)( 人塚ら. 1982  )と1111じものであ

り．ｆ想以士｡に広い範IJIIに分布していることが明

らかとなった。そこで1985 年峻では，それらの

岩体について深拘曳航休による分布,凋杳と酬水調

肖舶による潜航調査を実施することとなｰ,た，

尚，1985 年5J] の曳航調査においても岩体の分

布の令体像は把握できなか-jた。そこでさらに同



年1】月に海中作業実験船｢ かいよう｣ を11 いて調

汽を実施し，この海底溶岩流の噴出[:]と思われる

LI』体の 特定と溶 岩流の分布のほぼ全体像を 把握す

ることがで きた。このように，計４回の曳航調査

によって初めて 岩体 全体の分布が判明 したことに

つい ては， 深海曳 航 体自 体の探索 範岨が抉いこ

と もあ るが，Ｓ･体の 分布域が予想以上に広 かっ

たこと及び 魚具や 海底ケ ーブ ルを 避けるような

測線や,凋査時 期を定め る必 要 があ ったため であ

る。

3. 深海曳航調査の実施

ここでは1985 年５月111ﾖ に行われた深海曳航

調査結果につ いて 記す。図11 こ調査地点である相

模湾西部の海底地形を，図 ２に深海曳航体の 航跡

図 １　相模湾の地形図（海上体安庁水路 部）。|!卵･lで囲まれた範囲は

図 ２の範闘を示す

Sｕbmal･ine topographic map of the Ｓａｇａｍｉ Bay ［Ｈy･

drograi ］hie Depaｒtment. Ｍ， S. Ａ･｡ 1983 ），Ｑ･ladllangle

shows t 】ｌｅ location of l'iff. 2.
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を示 す。 ５月８日～ｎ 日及び11 月26 日～28 日

の計６日11 にわたり，ソ ーナー曳航体計30時間，

カメラ曳航体計 ９時間の測線が得られた。５月の

調査は文援母船「なつしま」を用いて行なわれ，

船位はデッカにより決定した。11 月の調査は「か

いよう」を用いて行なわれ。船位はロ ランＣによ

り測定された。いずれの調査杖:おいても曳航体の

水中 位ｌ は曳航体搭載のリレート ランスポ ンダ4こ

よって決定すると同時 にケ ーブルの絶対角および

繰り 出し長を測定し。 これらの情報から実験式Ｒ:

より 決定されている。

ソーナー曳航体は片舷の記 録レｙジとして最大

1000 m をもった70kH ｚのサイドスキャンソ ーナー

と4.8kH ｚの サブボト ムプロフ７４ ラーを搭載し。

海底面上約10【】ｍを 船速２ノットで曳航する。 カ



図２　深海曳航調汽の洳|線。SSS はソーナー曳航体。ＤＴＶはカメラ曳

航体。

Track lines of the survey by the ｕｓｅ ｏｆ JAMSTEC/Dcep

Ｔｏｗ System. sss and DTV mean the track ｌｉｎｅs of the

side scan sonar and deep sea TV system respectively.

メ ラ曳航体は３管式 カ ラーＴＶカメラとベントス社

製の深海スチ ールカメ ラを搭 載し，海底から １～

３ｍの高さを保ちつつ １ ノ
　ッ
ト以F の 速度で曳航

し観察をする。

図 ３に片舷1000 m の 記録レ ン ジを 持った サイ

ドスキ ャンソーナ ーの モザ４ ク合成図を示 すとと

もに， それから解釈さ れる粁体の分布を図41 の 海

唯地形図l に 描いた。この 粁体はljlQ 熱川の 東方

約15 kllの叫乳ヶ崎 海丘北西酋 の 水深約900 m か

ら允し， 北東方向の 水深約1,300 m の相模海 盆へ

枝 分れしつ つ広ってい る。 令艮は約9 kl. 雌 大幅

は 約lk ・であ る。|又15 にこの岩体を栃りjるサプボ

トムプ ロフフ イラーの;IL!録を示した。 岩体とj;14辺

との比高は|･｡部で約20m ，i‘ヽ郎で 約10m 程度 と極

め て低 い｡ これまでこの 岩 体 が 発見さ れなかっ

2･1

た理由の一つと しては海上船舶捨峨の 音響洲深機

の分解能を超えていた ことがあげられ る。

尚，川辺にはこの 岩体の 他にも サイドスキ ャン

ソ ーナーに よって数本の線状地形が見られる。 そ

の解釈図を図６に示し たが，多くは相模海底 谷へ

通ずる細Iくて浅い清状 地形と 考え られる。しかし｡

一一部のものは雁行状の 高まりを形成しており，相

模湾内部で 允唯す る海戚地震によ る変 動地形との

関迚も 考え られる。 しかし,洋細はｲ 溥|であ る。

4. 海底観 察

1985 年５月に行 った サイドスキ ャンソ ーナ ー

と深沌カメラの1111梁を 圸に「しんかい2000 」の 潜

航 調在の測線を決 定した。 なお潜航Ｆ定地域には

ＫＤＤの海底 ケーブルが２ 本交麓して敷設されてお

JAMSTECTR　DEEPSEA RESEARCH  (1986)



図３　 サイドスキ ャンソ ーナ一によって 得られた梅底の微細地形と海底溶岩流を表

わす音稗写真のモザ４ ク表示。図２の跡】線508 －1，509 － 3 及び509 －2 の

一部から合成した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡ 、

Mosaic of the sonographs of Side Scan Sonar showing the minute topogra-

phy and the submarine lava flow. This figure is synthesized from the

tｒaCk lines of 508 － ｜ ｡ 509 － 3 and 509 － 2 0f Fig 2.

1*14　 深海 曳航 シ スチ ムに よ って判明 し た海 底 溶 む流 の 分布。波 線 はＫＤＤの海底 ケー

プ ルを 示して い る。

Diｓtl･ibｕtioll ar submarine 】ａｖａ flow ａｓcel･tai】ned by the JAMSTI £Ｃ ／ Deep

Ｔｏｗ System. Wavy 1111es indicate the KDI) ｓ` ｓllbma ｒille cables.
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図５　深海曳航システムに搭載された サプポトムプロファイラーによって得られた

海底溶岩 流分布城の断而図。

Sonograph of s ｕbbottｏｍ profiler of tｈｅ Deep Tow　system showing the

section of submarine ｌａｖａ ｎｏｗ.

図６　 サイド スキャンソーナーによって得ら れた溶岩泯の分布と周辺の 微細 地形。

Submarine ｌａｖａ flow ａrld minute topography of the western Sagami Basin.

り，その位置にもかなりの誤差があるとのことか

ら，潜航調査は深海カメラによる曳航調査で安全

が既に確認されている側線に沿い。なおかつ海底

ケ ーブルと平行に航走するというコースに限 定せ

さるを得なかｰ,た。

26

潜航調査では,岩石露出帯のほぼ中央 部を観察し

適時 ，採泥，粁石採取を行った。図 ７の片舷レ ン

ジ500 m の サイドスキャンソ ーナー像lに 「し ん

かい2000 j の航跡をプIロットした。 なお第2「lilrl

の琳航には， サブボトムプ・ ファイラーを搭載し

JAMSTECTR DEEPSEA ＲＥＳＥＡＲＣＨ （1986）



関７　 溶岩流巾火部の サイドスキャンソ ーナ ーモ

ザイク図としんかい2000 の航跡

Ｍｏsａｉｃ of the sonographs of sss and

track lines of Shinkai 2000 ｡

海底観察終了後．淘底 面11約20m の高度を 保ちつ

つ， 音波探査を行･, た．

以 下にその記鍬 を示す．

第 １回 潜航（辿 算173 川Di ｖｅ）

年月1］:　1985 年６月11 日

潜航開 始地点：　 北緯34 ’ 54.4 ’.東経139 °16.0’

粱船 おｰ:　観察 者　111111武男

潜水船船長　II『1代肖 二

潜航士　 桜jl:利lll

船11111助 癶･;　松 本剛

附航|銅始||μ|』:　1011101 分

浮11時 刻:　15 時01 分

潜航昨間：　 ５時 間０分

･ヽツチ閉 鎖時間：　 ５時|川45 分

最 大潜航深度:　1250 m

海象状況：人候ｃ， 咀|;11NNE，j虱yjd ，波a14

うねり３．視程6 1!11

海底状況　 雌賀　 泥後に火|||む． 訛r116 m.

水温2.74 °C，潮流180 度方向へわずか

Ｈ時13 分　　 着底，水深1250 m ， 海底は泥。

この地点で２本の採泥を行なう。

11時30 分　　 コ ース180 °で航走を開 始する。

11時37 分　　 火山岩地帯に侵入した。ゆっくり

岩石を観察しながら航走中。

Ｈ時44 分　　 典型的な枕状をした火山岩が見ら

れβ。写真撮彫を行なう。

11時53 分　　 着底し岩石の サンプリングを行な

う。水深1235 m 。

12時25 分　　 コ ース180 °で航走中。

12時32 分　　 停止し，虚を観察中｡ 水深1240m

j3時02 分　　 コース90‘ とする，水深1242 m 。

13時25 分　　 この地点で岩石採取を行う。

】3時31 分　　 コース 】80゙ として航走を再開。

13時35 分　　 停止し。梅鉐iを採取する。 水深

1250 m 。

13H$  51分　　 現在の 船位,エリアから外に出 た。

注意せよ。

13時56 分　　 コ ース310' とした。

14時02 分　　 岩石に付着した梅綿の 採収を試み

る。

14時05 分　　 敲底する。 水深1210 m 。

第２回鱗航( 通算174 回Di ｖｅ)

年月口:　1985 年６月12EI

潜航開始地点：　 北緯34 ° 54.･1',東経】39‘ 16.0'

乗船者：　 観察者　 』畊11武男

潜 水舶船長　 内田徹夫

潜航士　 桜＃1111ﾘ]

船|こ補助♂?　 松 本岡I』

潜航開始時刻:　09 時58 分

浮上|時刻:　15 時03 分

潜航畤川:　5111111105 分

八･７チ閉鎖||!Ⅲl:　5 時｢n｣46 分

Ｓ一人潜航深度:　1250 m

海象状況： 天候Ｃ，肌|;ｉＪＮＮＥ,風力ｉ．波浪４

うねり ３，視程 ７裡

海底状況：　 底質　泥後に火山岩。視tM 6 m ，

水温2.69 °C， 潮流 】70度方向へわずか。

11 11¥00分　　i? 底した。水深1243m 。海底は平



表１　採取試料 の化学組成

ａ）ＥＰＭＡによる分析竝　 ｂ）湿式 分析による分析 値　c)  CIPW によるノルム靤

Ｃｈｅrnica】compositions of s ａｍｐ］ｅｓ.

ａ）Ｄａta by ｍｅａｎs of ＥＰＭＡ analysis. b ）Ｄ８ta by ｍｅａｎs of wet chemical

ａｎａ】ysiｓ. ｃ）ＣＩＰＷ ｎ・rm.

担で底貿は泥。

】】畤08 分　　 コース130' にて航走を開始。

】】時18 分　　 岩蝿に到着し た。観察しつつ航走

する。水深1243 m 。

ll畤20 分　　 幅10m 程続いた¥';･体が 切れてiliび

泥の平担而になる。

】】畤22 分　　 再び溶岩体IC 進人したが， 溶y; の

破片からなる角礫が多い。

】1時23 分　　 表面にシワ状 の模様を持つ枕状溶

岩や平担でゆるやかに盛りあが った大

きな 溶岩体が増えてきた。 角礫は次第

に少なくなる。

ll･1$ 30分　　 溶岩流の中の凹地は表刷が齠を か

ぶっているところもある｡水深1236 m 。

】]時33 分　　 現在溶岩体の碵|卜部付近lといるが

幅30 ～50cn の糾が･･ 方|;llに 止っている。

この方向 は表iliのシワと11111交している。

2S

】1時39 分　　 泥で覆われた凹地に管いた。CT-

FM ソーナーによると川囲はすべ壁か

らなり，直匯60m 程の盆地の中にいる。

11時41 分　　 叫び溶岩流分布域に到達した。

Ｈ時45 分　　 水深1235 m ， 廊底の溶粁を観察

しながらゆっくりとコース130‘ で航

走，

11時56 分　　 伴正し,採泥をほう。水深1244 m

12時26 分　　 採泥及び岩石の採収後航走を肖1退。

13時03 分　　 停止し岩石の観察及びサ;／プリン

グを行なっている。水深1250 m 。

13時16 分　　 これよりコース310' にてサブボト

ムプロファイラの計測を行なう。水深

1235 m。高度35m 。

13時46 分　　 現在の榊水船のスピード対水で0.6

～0.8 ノットの間。

川時10 分　　 サブボトムプロフ7･イラーの計洲



終了。離陸 する。

5. 溶岩流 の形態

２回の潜航と もほぽ同じ 平担な緇粒堆秘物の分

布域に着底し。そ の後岩石露出地帯へゆっくりと

進人していった( 図 ７)。この畤｡ 治水船のCTFM

ソーナーには。はっきりと 岩石の分布域が見られ

ており，それを監視しつつ 航走した。 露岩帯の20

m 程 手前から，泥の上にブ ロック状に害||れた岩石

が点在し始める。 その後急に同様の岩石や平板状

に割 れた岩石が増して塵に到19 する( 写真1) 。点

在する角礫の上には泥はあ まりかぷっていない。

また最 初の着底地点で柱 状採泥器による採泥を

行ったが。表脳3cl 程の細粒堆積物の下には， ス

コリア質の粗拉堆積物が堆積していた。

溶岩からなる塵の傾斜は30' 前後であり。比 商

は７～８ｍ程ある。 塵 の下部はほとんどがぬ径20

～8()el程Ｒ:割れた火山 岩の角礫からなっている。

しかし４～ ５ｍ程上昇すると角礫はしだいに少な

くなり，岩休が破壊されずにそのまま残るように

なる。そして形態的 には球 根状に近い 枕状 溶 岩

(bulbous  pillow) と 類似 した溶岩が角礫の間に

混合 して 所々sこ見られる ようになる( 写真 ２，

３)。これらの枕状溶岩は直径50ci ～lm 前後のも

のが多い。 チ･1 －ブ状に{IIIびた もの( ｅｌｏｎｇａte

pillow) も見られたがあまり長くならず，むしろ

図 ８　 海底 溶 岩 滝 の 縁 辺 部 の ス ケ ッ チ。

Skct ｃｈ ｍ 叩 ｓho ｗing t ｈｅ ｍ 創･ｇ柚ａｌ ａrｅａ ｏr the ｓｕｂｍａｒｉｎｅ lava flow.
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球根状になった ものが多 くその 表面 には シワが

深くよっている。中央局蛮系からの調査報告や写

嶌で見られるような。チ 。－ブ状のに艮くのびた

溶岩のliなりあいや，外皮が破れて中空状になっ

た枕状溶岩（hallO ｗ pⅢＯｗ）等は見 られなかっ

た。

溶岩体の最上部付近は。表面が繩状の模様を示

す溶岩が広がりかなり平担になる（写真４）｡ここ

では球根状にまるまった形態を示すものはなくな

り，また角礫もほとんどなくなる。溶岩流全体と

してはこの狸の溶岩が最 も多くかつ広く分布して

いる。 潛水船から水平方向を眺めると。なだらか

に盛りあがり小丘状になった部分もある（テュみ

ラス）。これらの表面は，わずかに泥に覆れている

が，周囲よりも低 まっ たとこ ろでは泥が厚 くか

ぶっているとこ ろ もある。 羞底してマニａ ビレ

ー夕ヽ－で表而の泥の深さを調べると ５ｃｍ程ある地

点 もあ る。尚その場所において 強くマニａ ピレー

タで押すと岩石力畑|］れたためこの溶岸流の一部には

外皮と の間に中空となった簡所が存在する部分も

あると思われる。

これらの平板状溶岩の表而には，割れ目が多く

兒られ る。その方向は表而のシワの方向と直交し

て いるものと平行のものとがあるが。大きくて数

の多い ものは直交しているものであ る。それらの

中には幅50cl ～l m. 深さも数10c・以 上のものが



見られ る。この溶岩流上にある小丘の汲上部には

長く続く割れ目 が見られた（写莫５）。し かし。こ

れらの割れ目から二次的 に溶岩が流出したような

痕跡というもの は見られなかった。

さらに潜水船を進めていくと小さな忽旛を境と

して泥に覆れた凹地に出る。 そしてしばらく進む

と再び溶岩流からなる岩体にたどり着く。 一つの

溶岩流の幅はおよそ30～50m 程が多かった。崖の

ところでは溶岩流の破断而が見られるところ もあ

る。そこ には１枚の厚 さ が数cl 程の ほぽ 水平 に

積み重さなった溶岩がまるで層 理而を形成して い

るように見え るところ もあ る。これは冷えて固 化

した時に生じた節理で あろ う。図８ にこの溶岩体

のスケッチを示す。

図３や７のサイドスキャンソ ーナ ー図では溶岩

流の内部化二,環状Ｒ:なった泥の堆積域がところどこ

ろで 露められる。しかし潛水船搭秡のサプボトム

プ ロファイラーによるとそのような凹 地の下に も

反射の強い火山 岩が存在していることがわかる(図

９)。したがってこれら凹 地は溶岩が避けて 汕っ

たためにで きたとす るより も流鰍が 少な かった

場所 であったりあ るいは固 化 後に陥 没して でき

たものであ ると考えられる。

この周辺の海底の傾斜は約2 °程度と極 めて 暖

かである( 図10)｡ 溶岩洫の分布は図 ４に も示めさ

れているが， サイドスキャンソ ーナーに よるとこ

の分布峨の中では， 西乳ケ崎海丘の北西の小海丘

の他には，噴出口を示めす高まりや大きな断 裂は

図９　濳水船に搭載したサブボトムプロファイラーによって得られた海底溶岩流の断而

Sonograph of subbottom profiler １０ａｄｅｄ on the submersible.

図jO 図 １の Ｘ －Ｙ紛| て沿 っ た 地 形 断 而

Ｃrｏｓs sｅｃｌｉｏｎ ａｌ,ｊｎｇ the tine χ ‥Y d Fig l. Ａｒｒｏｗ　ｓllQｗｓ the diving point-

３ ０
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兄 ら れな い。 ま たこの 溶岩の 噴出が１回 だけ起

きたものであ るかあるいは複数回起ったのかは現

在の ところ 不明である。

6. 岩　 石

岩石試科は２回の 潜航で 計４個採 取した （写

真6a ～d ）。いずれも溶岩体の衣面で節理に 沿っ

て割 れた角礫として散在 しているものであった。

礫の 衣而には光沢のあ る黒色ガ ラス質の層 があ

る。 試料173 － 1 の 表面には溶岩流の 表 面で見

られたシワがあり，下而には岡 化時の節理形成の

時に流入した海水によって急冷されてで きたと考

えられるガラス質層があ る。173 － 3は紡すい状

に並んだ２つの岩石の間をガ ラス質が埋めている

ような形態をとり，玉 ねぎ状に外皮が次々にはげ

落ちていく。174 － 1 の 表而には急冷ガラス質哂

がなく。それらがはげ落ちてしまった試料である。

I匍1 に173  - 1及び174-1 の 叨断而のスケッ

チを示 す。いずれの岩石に も允泡の跡はほとんど

な く小さ な割れ凵がたくさん みられる。173 －

1 では。溶岩の表而に平行な方向に大きな割れ目

や小さな割れ目が多い。 垂直方向にも見られるが

数は 少な い。 試料の 下半分には水平方向の小さ

な割 れLI が少なく， そのかわり， 小さな空隙 が

シミ状に不定向に見られる。174 － 1の断 而では

図 ］】 採 収試 料の断lfliの スケッチ

Sketches ｏrthe sam  pie ｓｅｃtiollｓ.
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卓越した割れ目方向はＹ罕状に二方向Ｒ:枝分れし

ている。174 － 1の断面から類堆するとこの試料

は球状の形態を示す溶岩の破片であると考えられ

る。この試料でも水平方向Ｒ二小さな割れ目が卓越

した箇所と小さな空隙があるところとは，は･, き

りと区別される。尚どちらの岩石も垂直方向の割

れ目は。水平 方向の割れ目を切っている。このこ

とから，水平方向の割れ目の 方が垂直方向の割れ

目より早い時期に出来たことがわかる。173 － 1

の下而Ｒ:見られるガラス質の急冷愬のように，水

平方向の割れ目の中には溶岩がまだ熱い間にでき

たと考えられるものもある。 ところが垂直方向の

破断面Ｒ:は急冷眉は見られないため，それらは冷

却固化後Ｒ:発生したものと考えられる。

岩石の 鐙下観察をし，個々の鉱物をEPMA によ

り確認すると，斑晶は斜 長石・普通輝石・斜方輝

石およびかんらん石からなる玄武岩であ る。かん

らん石は 新鮮で変質していないが量的には弄常に

少ない。 石塞は外側のガラス貿部分では，主に淡

褐色のガラスからなっているが，内側の結晶質部

では，ガラスが少なく針状または長柱状の斜長石

とピジョ ン輝石，μ一通輝石からなり，磁鉄鉱もあ

る。

これらのｇ 石の化学分析をEPMA 分析と湿式分

析により行-,た。その結果を 表１に示す。この岩



石は低 アルカリソレアイトの領域にはいり，伊 豆

大高の火山岩 とよく似た 化学組成を持り ている。

厦伊豆と伊豆大島の|印とは数多くの 新しい海底火

ｊ が存在して おり，それらの岩 石は化学編成から

朿伊 豆の商アル ミナ玄武岩 または高アルカリソレ

フ イトと，伊豆 大島の ソレ ア４卜また は低 アル

カリソレ アイトに はっ きり と ２分さ れる （湯浅

本座1976 ）（葉室ら ）980）（葉室ら1983) 。 今

回発見された溶岩流は， ち ょうど２つの タイプ の

火山 岩が混在分布す る境界部あ たり から噴出した

と考えられる。 しか し火山岩の 化学組成か らは，

伊豆大鳥から北西にのび る海讃の末端郎か ら噴出

した伊豆大島系の岩 石であ るといえる。

これらの岩石試料の うちの一 つを岡山理 科大学

に依頼しＫ －Ａｒ法によ る放射年代 測定を行ったが，

分析 可能限 界に近い若い岩石（予察的Ｒ二0.27±0.10

百万年:0.39 ±0.09 百万年） であ ることが確認

された。尚，海底噴出した玄武岩へのK-Ar 法

の適用には,Ａrの過 剰問 題 等の様 々な問題点 があ

り｡6j 年６月現在，分析が継続さ れて いる。

7. まとめ

以 上をまとめると次の ようになる

（ll　相模 湾西部から深海曳航式探査 システ ムに

より 発見さ れた岩体を 潜水調 査船「しんかい200（l

により 潜航調査した結 果，一 部に枕状溶岩の 形態

を示す海底 溶岩流であ ること が喘認された。

121　4 1邱こおよ ぷ深海曳航調査によって。 この

溶 岩流が四乳ケ崎 海丘の北西覦（水深900 m ）を

発し。北束方向に 長さ約9kl. 最人幅約 １㎞で拡

がり，水深1300 m の 相杖 海盆に逹してい ること

が1111りjした。

C31　2 回の潜航洲査を溶岩流の中火部付近 （水

深j240 m ）で行ない，溶岩流の観察と 岩石採l叙を

行った。溶 岩流の比 高は７～８ ｍ程でそのＦ鄒は，

角礫状になった溶岩の 破片 か らなり， 球根状の 形

態を示 す溶岩は比11‘い１～ ５ｍ程の 経辺部に比 較的

多 く見られる。 溶岩流|･1部は，平坦で繩状の シワ

を持つ 嘔板状の溶 岩からなっていた。

g41　溶粁涜の 衣11111こは 多くの割れ 冂がＱ られ る

が，採収した岩石にも人 小の割れ日 があ る。 こ れ

らにより溶¥; 渣の 曜1111方向の冷 卸||又縮が，比較的

溶岩の熱いll剥こ起っており ，水平 方向の収縮は，

その後でおこることが わかる。 また水平方向収縮

は溶岩流の 流れの 方向と直交力向 が大きいことも

わかる。

151　岩石の化学分析は。 低ア ルカリソレア イト

であ ることを示 した。 これは 伊豆大鵬の火山岩と

同じ性質を 持ち， 伊逕半口 側の火山とは児って い

ることを示 している。

｛61　溶岩流の 上部に は，あ まり 堆積物は厚くな

く，岩石も変質をして いない 新鮮なものであ る。

K-Ar 法による年代沮II定では淌］定可能年代付近の

新 しい火山岩（約30 万年 ±10 万年）であること

が 判明 した。
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写輿ｌ　溶岩流縁辺部の下半分に広く分布する火

山角礫岩

Prominent Volcanic breccias on the

lower hall slope of the lava fioｗ.

写真２　球根状の形態を示す枕状溶岩

Bulbous pillows,

写貞 ３　 枕状 溶岩 とエ ソ イバ ラガ ユ

Bｕlboｕs p1110ｗｓ ａｎｄ anomuran stone

crab
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写真４　溶岩流の表面を 広く覆う繩状溶岩

Ｒｏｐy 】avas covering the ｓｕrfa佃of sub-

marine lava flow

写真 ５　 溶岩流の表面に見られる小さな割れ目

Small fissore Ｏｎ the surface Of lava

flow
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写 真６　 採収 し た岩 石試 料

Ｐｈｏtogｒａｐｈｓ of the sampled rock

fragments.
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